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コ メ ン ト ｢硫安 の自発分極 の温度依存性｣





一〔1〕 試料 :単結晶は水溶液から育成 したo微量のCo(NO3)2･6H20を加えると,
比較的大きい結晶が得られるが,この添加物は Psに影響を与兵ないことを確認したo
試料は細い リー ドのみで保持し,電極には銀ペース トを用いた｡
〔2〕 測定方法 :以下の四つの方法を試みた｡




〔3〕熱処理 ･'Ps にたいする熱処理の効果をしらべたo硫安は 90oC以上T･.徐々に






示 している｡ 分極反転による測定では明解な結論は得られなかった｡ その原因について
は検討中である｡以上は熱処理をしていない試料についての結果である｡熱処理の効果
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強 誘 電 性 と対 称 性
名大工 高 木 豊
§1.ベク トルの組の既約成分への分解
具体例としてP21212(D…)の結晶を老兵るoこの群の対称操作は (釦 o),




これらの操作で順に β,㍗, ∂ に
移る (図 1)｡またα, β, ㍗,♂
にさらに対称操作をほどこすと,点
の行方は表 1のとお りである｡
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